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要　約
　本稿は，藤原審爾が占領期前後の日本社会における「性暴力」がテーマとなった「裏切られた女達」（『小
説公園』1955 年 1 月号～ 1956 年 12 月号）の「当事者性」に着目し，「中間小説」における「性暴力」
表象のさまざまな角度を明らかにするものである。
　藤原は，敗戦後の日本社会において職業作家としてデビューし，1950 年代には日本を代表する作家の
一人となった。「裏切られた女達」は，『小説公園』（六興社，1950 年 3 月創刊，1958 年 4 月廃刊）にお
いて発表され，23 編からなる読み切り連載小説である。作品の主題となった「性暴力」は，戦後日本社
会における被占領経験がもたらした占領者による主に「日本人」女性に対するものであった。第一章では，
藤原審爾という作家の「性暴力」の「当事者性」に焦点をあてる。男性作家であり日本人として同時代
に存在した藤原がどのように出来事を切り取っているのか，語彙の使われ方や，語りのパターンを分析
する。第二章ではさらに，いかに小説が読まれたのかをひも解き，新書化された時代的な背景を中心に
同時代における「性暴力」表象の消費のされかたを中心に考察する。
　先行研究の少ない藤原審爾と彼の代表的な作品である「裏切られた女達」に着目することは，1950 年
代の「中間小説」において「性暴力」が表象され消費された意味，意義そして他者にもたらした影響な
どを分析することが可能となり，新しいメタ戦後史の一助となるものである。
[Abstract]
This study sheds light on the little investigated subject of the depiction of sexual violence against Japanese women in 
1950s’ middlebrow magazine in Japan through the lens of Shinji Fujiwara’s fictional series Uragirareta Onnatachi 
(“Women who are Betrayed” 1955 -1956). 
Fujiwara was one of the most popular writers in postwar Japanese society. He fictionalized sexual violence into a se-
ries of 23 stories, which were published in middlebrow magazines called Shosetsu Koen (Rokko Publishing Co. Ltd.). 
His stories contained descriptions of the inhuman behaviors of occupation army soldiers toward female civilians in the 
aftermath of Japan’s defeat in the Asia-Pacific War.
This study first examines the representation of this sexual violence from a third party perspective, a party not directly 
impacted by the violence.  Second, this study analyzes environmental structure that Uragirareta Onnatachi (“Women 
who are Betrayed”) has been circulated in the 1950s postwar Japan.
As there has been little discourse or study on either Shinji Fujiwara or Uragirareta Onnatachi, this paper will offer a 
new metahistorical narrative on postwar Japanese history.

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１．はじめに
本稿は，藤原審爾と彼の代表作品の一つである「裏切られた女達」を素材に，戦後日本社会に
おける「性暴力」の「当事者性」に着目し分析するものである。
1945年8月30日から1952年4月28日まで日本はアメリカ軍主導の下，連合国軍による占領を
体験する。敗戦後の日本における被占領経験は，政治的，社会的，文化的思想の転換だけでなく，
占領軍兵士らによる被占領者であった「日本人」女性に対する性暴力などの被害も多数もたらし
た。占領期，内務省保安課長による報告では，占領開始日からの一か月間全国でおおよそ3500
件の強姦事件が記録されたという1）。また，占領下の新しい社会現象として，占領軍兵士相手に
性的なサービスをする街娼（「パンパン」2））が多く出現した。これは当時，占領軍兵士のために設
置された特殊慰安施設（通称RAA）を媒介にして性病が兵士の間で流行り閉鎖され，これまでそ
の施設で働いていた女性たちが街に放り出された結果であった。このことがきっかけで，都内だ
けでも数百人いた街娼が一気に2000 ～ 3000人に急増した事実も見受けられる3）。
近年，戦時性暴力の研究はフェミニズム・ジェンダー研究において深まりつつある。恵泉女学
園大学平和文化研究所編『占領と性－政策・実体・表象―』4）（2007）の研究では，8・15以後とい
う戦後平和的な言説に疑問を投げかけ，被占領から脱した1952年4月28日を日本の独立記念日
と捉え，占領期を対象に既成の占領史観を分析している。平井和子『日本占領とジェンダー　米
軍・買売春と日本女性たち』5）（2014）においては，地方都市の「特殊慰安施設」（RAA）における
実証的な分析を行い，占領期の「性政策」を地方史史料を元に分析したものである。茶園敏美『パ
ンパンとは誰なのか―キャッチという占領期の性暴力とGIの親密性―』6）（2014）の研究では，当
時存在した「パンパン」に対する社会のまなざしや，GIとの関係性，性病検査のため強制連行さ
れる通称「キャッチ」を中心に当時の街娼の実態研究を行っているものである。
同様に，こうした戦時性暴力に関する研究は海外でも深化しつつあり，メアリー・ルイーズ・
ロバーツは，第二次世界大戦下のフランスにおける米兵の性暴力の研究を行い7），また，レギーナ・
ミュールホイザーは独ソ戦下の旧ソ連人女性に対するドイツ兵による性暴力を研究している8）。
これらの先行研究は，語られなかったことや，関係者しか知らなかったものを掘り起し明るみ
に出すという形で復元しようとするもので重要な研究といえよう。戦時性暴力というカテゴリー
をある意味普遍化してとらえられ，ある特定の時点である特定の視座から発せられているもので
ある。
1950年代の戦後日本社会では，戦時性暴力という言葉こそ使われてはいなが，占領期の社会
においてはある種の形で充分に認知されていたのである。占領期，日本人女性に対する占領軍兵
士らによる性暴力はある意味では隠されておらず当時の日本社会においては知られているもので
あった。同時代において性暴力の表象がどのような水準で受け取られたかという研究も大切なの
ではないだろうか。それ自体がある種の歴史的な事実であり，歴史的な意味空間でもある。その
点では同時代におけるフィクションの持つ役割は重要なものとなり，小説を分析することで同時
代における歴史的な時事実が明らかとなると考える。
本研究で扱う資料は，敗戦直後から占領期間において被占領者である「日本人」女性たちが被
害者となった「性暴力」が主題になった小説である。ある日本人男性作家が描く性暴力の作品を
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分析することで，その表象行為が他者にもたらした意味・意義，そして影響が明らかになると考
える。
拙稿，「1950年代の戦後日本社会における藤原審爾の位相―「中間雑誌」からみえる「暴力」と
「性」―」9）においては，①「裏切られた女達」の作品構成，②提起する諸問題，③裏切った主体
と大きく三つに分けて発表媒体や叙述のスタイルに焦点を当て省察を行った。本研究では，特に
1955年2月に発表された「昭和二十一年　飯島しず子」と題された作品を中心に分析を行う。「裏
切られた女達」が発表されてから半世紀以上経た現代でも，「性暴力」は被害者である当事者から
の告発は難しい。藤原審爾は「性暴力」を主題に，フィクションとして敗戦の傷が癒しきれてい
ないこの時期に小説を書き，それは「中間雑誌」において掲載されたのである。
２．藤原審爾の「当事者性」
２－１　当事者の位置づけ
近年戦時性暴力は，国内においては歴史学，社会学，フェミニズム，ジェンダー研究など学術
分野を横断して多角的に研究されている。ミュールホイザーは，性暴力被害者の訴えは，被害者
に寄り添うことのできる社会的環境，つまり支援団体や人びとの意識（フェミニズムへの理解）な
どサポートシステムが整った時にしか被害者たちの声そのものは社会に登場しないと指摘してい
る10）。1950年代の日本社会では，当事者による語りが価値的に優先することを当然と考える政
治的・倫理的態度が不在な意味空間だったといえよう。したがって，藤原が「裏切られた女達」
を発表した1955年当時においては，性暴力被害者に対する社会のまなざしは現在とは大きく異
なるのだ。
「裏切られた女達」は三人称小説であり，「性暴力」の描かれ方はルポルタージュ風で迫真的な報
道のように書かれている。それは，作家自身が「当事者性」を意識して作品を書いているように
も読み取れる文体である。藤原審爾も同じ被占領者である「日本人」という枠組みにおいては被
害者たちと同じ占領軍に対しては憤りの感情を持っていることは明らかである。しかし，藤原は
この暴力行為を行った占領軍兵士と同じ「男性」であり，被害女性たちにとっては加害者と同じ
性的役割を担ういわば敵対的矛盾関係にある。すなわち，被害者である「当事者」たちにとって
藤原は「非当事者」となり肉体的，精神的，社会的な位置づけにおいて他者的存在となる。
このことに即して考えると「裏切られた女達」は当事者による「性暴力」の表象として社会的告
発のような形を取りつつも，同時代におけるエンターティンメント小説として消費された作品と
して位置付けられる。その背景には敗戦当初流行ったカストリ雑誌のような露骨さが感じられ，
男性論理による「性暴力」の表象は，「エロ・グロ」の路線が継承されているともいえよう。
このように，「裏切られた女達」が藤原審爾という日本人男性作家によって書かれたという事実
は，被害者と同じ「被占領者」であり「日本人」であるから当事者にも成りうる。性的役割におい
ては「加害者」と共通するものを持っているので，被害者に対するまなざしや受けとめかたが当
事者との関わりにおいては複雑な背景を示しているのである。
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２－２　「凌辱」が意味すること
「裏切られた女達」の作中における性暴力は，「凌辱」という言葉で描写される。その言葉は「他
人を侮りはずかしめること」，「女を暴力で犯すこと」などが含まれ，特に男性による女性に対す
る性的な辱めであることは重要な点となる。
近代の日本社会において，これまで実際に読むことができるテクストの中で「凌辱」という言
葉が使われた場合どのような文脈であったのか。その変遷を国立国会図書館のデジタルコレク
ションで辿ると，明治時代から1959年までの間では「凌辱」（「陵
4
辱」という文字で記されること
もある）という言葉が登場するテクストは現在のところ98作品確認することができる11）。
それ以前に「凌辱」という言葉が使われたテクストとして，14世紀前の『源平盛衰記』12）におけ
る第二十九巻「三箇の馬場願書の事」において源氏が平家の傍若無人な振る舞いを表現する際に，
「恣陵二辱三台九棘之臣下一」（「自分の思い通りに大臣・公卿を侮り辱め，例えば後白河法皇を鳥
羽院に幽閉し，例えば関白（藤原基房）を解任し，例えば高倉宮以仁王の御所を取り囲み（後略）」
と使われている13）。つまり，近代以前においての「凌辱」という言葉は，「土地を占領する」あるい
は「敵対者に対して不名誉を与える」といった意味がもっぱらであり，性的なニュアンスはほと
んど含まれていなかったのだ。
近代において「凌辱」という言葉がどのような文脈で使われたのか。もちろん人間関係の中で
屈辱を与えると云ったニュアンスで使われているものも散見される。例えば，植松美佐男による
「少女小説秘めた思ひ」（本郷書院，1912（大正１））があり，そこでは「凌辱」という章タイトルと
ともに，学費を工面してくれた友人同士のケンカの様子が記される。しかし，ここでは女性に対
する暴力行為ではなく男性同士による諍いを「凌辱」という言葉で表現しているのだ。この作品
では，「凌辱」が中立的に（異性間だけでない）相手に屈辱を与える行為として使われている。
明治時代，『女学雑誌』（女学雑誌社）の後期においてその雑誌の中心的人物であった桜井鴎村14）
が著した『現代をんな気質』（文武堂，1900（明治33））という著書がある。そこでは，「婦女の凌辱」
という章タイトルでこの言葉が登場している。小説内では，「女性の身体を凌辱する」という文脈
で使われ，男性による女性に対する性暴力表象の初期のものとして確認できる。櫻井はここで戦
勝国民が敗戦国民の婦女を「甚だしきは獣行を加へ，其他様々なる亂行をなして之を侮辱すると
あるは，古今戦争の通弊にして，嘗の日清戦争の如きも，堂々たる帝國の兵士にして，この不都
合を支那婦女にくわえたるなきやを疑ふべきものあり。」（257頁）と叙述し，その行いは敗戦国の
男子に与える侮辱よりもさらに深刻な結果をもたらす行いとして「凌辱」行為を位置づける内容
であった。つまり，日清戦争以降，国が負けるという悲惨さに結びつき，男性による「女性への
性的暴行」を表す言葉として「凌辱」が使われている点は見逃せない。
敗戦直後の日本社会では，どのような文脈において「凌辱」という言葉が使われていったので
あろうか。当時カストリ雑誌と呼ばれるセンカ紙で刷られたいわゆるエロ・グロ雑誌が一時期，
巷に溢れかえり，そこでの「性暴力」的語りは，エロティシズムと残虐な猟奇的犯罪をテーマに
したものが多い。一部のカストリ雑誌を抜粋してみると，『犯罪実話』，『犯罪雑誌』，『妖奇雑誌』
などがあり，このことからも分かるように，日清戦争以降の性暴力の文脈で使われている小説が
掲載されたものもあり，女性に対する「性暴力」が冗談交じりに軽く描かれたりもしている。あ
まり充分な調査ができていないのだが，カストリ雑誌における性暴力描写では「凌辱」という言
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葉が使われている小説は意外と見当たらず，代わりに「辱められ」とか，「強姦」，「暴行」といった
用語のほうが多く使われているようである。その点に関しては今後より詳しく調査を進めていき
たい。
1950年代において藤原は，敗戦直後に流行となった「エロ・グロ」的な小説と連動するように，
その小説空間を社会的事件である「性暴力」をフィクションとして世間に送りだしたことになる。
作中における語彙の使いかたは，1940年代後半当時のカストリ雑誌を踏襲しつつも職業作家と
しての技量で物語を創作したといえよう。つまり「中間雑誌」を通して発表された「裏切られた女
達」の受け取り手は，主に当時カストリ雑誌の読者と重なることが予想される。藤原は「裏切ら
れた女達」を告発体であり記録文学のような形をとりつつも，加えてそこには大衆に娯楽作品と
しての「性暴力」を供してしまう結果となったことは否めない。彼は日本占領期における占領軍
兵士らによる国民が受けた「不当な扱いを糾弾する」15）と後に新書化された「あとがき」において
記す一方，彼自身の中で被占領者であり「性暴力」被害者として「当事者性」への齟齬が読み解け
る文体となっていたのである。「凌辱」という言葉の登場頻度とその「語り」の文脈から，同時代に
おける「性暴力」表象行為の娯楽的な側面が全面に押し出される結果となった。
例えば，1955年2月号に掲載された「昭和二十一年　飯島しず子」では敗戦直後である1946年
の名古屋の産婦人科医院が舞台となった物語である。序文には，記録文学の体裁を模した以下の
ような文言が記され，「性暴力」事件の同時代的な出来事としてリアリティを持たせる演出がされ
ている。
「昭和 21 年」
進駐軍上陸後，三か月足らずのうち，慰安所のサービスレディズは，悉
ことごと
く性病患者となった。
二十一年より積極的に検診にあたつたが，ついに三月，GHQは，將兵の立入を禁止するに
いたつた。慰安所は「OFFLIMITS」と掲げ，はじめて國民のまえに，その組織をたち現
した。この措置により，約五萬五千人の慰安婦が，日本人へふりむけられることになり，業
者は半カ年の純利益七千萬圓を，特飲街はじめ享楽機関の建設へ投資した。そして慰安婦の
果たしていた役割りは，一般國民へふりあてられた。すなわち公式の數字さえも，一日四十
件程度に減少していた婦女暴行事件が，忽ち三百三十件に急増したことを示した。二十年
十一月には，三千人と算せられていらいスペシャル・メイドも，忽ち約三萬人に達するにい
たつた。
この作品における被害女性は，個人が経営する病院に勤める看護師や7組の入院患者，そして
その付添の家族，隣近所に住む主婦や娘など合計18人にも及ぶ。サブタイトルには主人公の名
前「飯島しず子」と付され，18歳で地方から住み込みで奉公に出された女性であった。因みに「裏
切られた女達」では，発表当初の1955年1月号から12月号まで作品の舞台となる年代はタイトル
として掲げられ，主人公となる被害女性の個人名がサブタイトルとして付されている。翌年の掲
載作品からは，内容に即したタイトルとなり，サブタイトルに作品の舞台となった年代と被害女
性の個人名がサブタイトルとなる。（詳細は添付資料①「藤原審爾作品リスト」を参照されたい）こ
の作品において「凌辱」という言葉は合計10回登場する。
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例１．＜被害者の語り＞
病院の表庭に入ってきてから，ぐるりと建物をかこみはじめた兵隊たちを，（中略）下から口笛
をふいて，手をふつたりするのが見え，まさか身の毛もよだつ凌辱
4 4
（傍点筆者，以下同様）をやら
れるとは，思えないで，見下ろしている人もあり，また，なんとなく心配で事務所へとおりてき
かけた人もいた。（44頁）
例２．＜被害者の語り＞
一時間ばかりのあいだ，これが人間同士の中で起つている事實とは思えない残虐な凌辱
4 4
を，たっ
た三人を除いて，――帝王切開の手術を前日うけた患者さんと，附添の年寄二人のほかは，四日
前，分娩がすんだ人まで，あまさず，凌辱
4 4
された。（44頁）
例３．＜被害者の語り＞
十九のお嬢さんは，便所へ逃げ込み，溜壺へおりてかくれかけたとこを，とつつかまえられた。
運よく溜壺へ片足つゝこんだため，つまみだされただけで，すぐ放り出されて凌辱
4 4
されなかった。
（45頁）
例４．＜被害者の語り＞
こうした惨事がつゞくうち，凌辱
4 4
される女たちの悲鳴や，兵隊たちの調子づいた笑い声や，亂
闘のさわぎで，表通りの向かいの家々の人たちも起き出した。（45頁）
例５．＜被害者の語り＞
すぎさったと思えたのは，事件のうわべのあらわれだけで，日がたつにしたがい，凌辱
4 4
された
ということの本当の意味をしだいに知らされだした。（46 ～ 47頁）
例７．＜作家の語り＞
向かい側の人たちのそうしたうつりかわりといつしよ，しず子たち犠牲者のほうでも，日がた
つにつれて，凌辱
4 4
のすぐあとのような，心のにくしみがみんなを一つにむすびつけたようなとこ
ろがなくなつた。（47頁）
例８．＜被害者ではない登場人物の語り＞
院長先生は，釋放になつた奥さんをむかえると，看護婦さんたちを，みんな母屋へよんで，一
緒に御馳走をたべながら，凌辱
4 4
は不可抗力であって，なんら人間として恥ずかしいことではない。
世間の人は，同情こそすれ，けつしてあざけりはしないと，くりかえしいつて，當分，外來患者
は断るときめた。（47 ～ 48頁）
例９．＜被害者の語り＞
これでいよいよ凌辱
4 4
の悪夢もおしまいになると思った。（49頁）
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例１０．＜作家の語り＞
日本の中で，外國兵に凌辱
4 4
されたということは，それも病院の奥さんのように，思うまゝに生
活を變えてゆける階級ではないしず子の身では，そのまゝのんびりすごせるというふうな，かん
たんな意味のものではなかつた。（49頁）
上記のように，作中における「凌辱」の語りは被害女性の主人公，しず子からの視点によるも
のが7割となる。「凌辱」という男性による女性に対する性暴力を表す表現の多さもさることなが
ら，「身の毛もよだつ」，「残虐な」という形容詞によってその語彙は修飾されている。このような
誇張表現から分かることは，「出来事」に対する寄り添いがなされていない，という側面が伺える。
つまり，「凌辱」という言葉は，第三者視点から男性が凌辱される女性を見ているものとなり，被
害女性を見世物にしてもいる。これにはいろいろな意味があると思われるが，問題は女性自身が
語っている言葉として使われていることなのだ。
藤原は後に「この作品は送られてきた手紙などを元にして作られた」15）と述べているが，実際
の手紙上にこの言葉が書かれていたのか，あるいは，藤原の翻訳によるものなのか明らかにはで
きないが，それらを鑑みても一般的に，男性読者が愉しむ作品だったということは否定しがたい。
また，性暴力の行為者が主に「米軍兵士による」ものであり，被占領者である「日本人男性」は被
害者女性たちと同様ジェンダー的な役割としては同等の立場に置かれることを意味する。本来な
ら日本人の屈辱として国民意識を被害者として「結束」するきっかけとなる暴力であるが，男性
化された性暴力の被害者と同胞の「日本人男性」にとって，占領期性暴力の「語り」を受容する行
為は，「日本人男性」が社会的に隠された存在となり，彼らの（日本人男性）立場を曖昧とさせるも
のとなる。
藤原がこの「語り」を利用して「日本人男性」にたいして「男性性」の回復や「団結」を意図してい
たかどうかは定かではない。しかし，藤原による「性暴力」表象は読者にとっては娯楽小説とし
て読まれ，後に作品が新書化された「あとがき」からも分かるように作家による「当事者性」が曲
解された作品でもあり，読書行為においては最終的には「覗き見的」な行為としても位置付けら
れよう。
２－３　繰り返される絶望
「裏切られた女達」では連鎖する暴力が描かれている。「飯島しず子」のように職場からも追い出
され，帰省した実家でも「性暴力被害者」の烙印を押され社会の周縁へおしやられた彼女たちが
生活を立てる手段としては，占領軍兵士や将校相手に身体を売って生きていく女性たちが描かれ
る。繰り返される絶望が小説の構造として成り立ち，23編中19編においてそのことが確認できる。
「性暴力」の被害者である社会的弱者の彼女たちが新しく手にする肩書きが，当時多く存在した
「パンパン」，「オンリー」，「スペシャル・メイド」，「ネオ・コールガール」といういわば性的な
サービスを職業とするものであった。暴力的な「出来事」が突然襲い掛かってきた彼女たちは，
今度はその問題の根幹をなす「性」を生きる糧に「職業」として利用し生活を立て直そうとする。
しかし，彼女たちの日常生活において暴力が常に繰り返される様子が描かれるのである。
例えば，1955年4月号では，終戦直後結婚式を数日前に控えた女性「三好定子」が黒人兵に襲
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われ，暴力の結果妊娠したと知らず，結婚したパートナーの間にできた子供と思い出産する。し
かし，生まれてきた子供の皮膚は黒っぽく，明らかに「日本人」同士の間にできた子供ではなかっ
た。出産に立ち会った産婦人科医と両親はその子供を「死産」であったと嘘を言い，父親である
人物と母親である定子にも見せずに処分してしまう。性的な暴行の被害者であるはずの定子は，
近隣の人々から誹謗中傷にさらされ家出し，新宿で占領軍相手の街娼となってしまう。街娼となっ
た定子が経験する絶望は作中において，占領者からの暴力だけでなく，被占領者である同胞の「日
本人」からの蔑視によって傷つけられる。その上，彼女の絶望の連鎖は続き，ある日懇意にして
いた兵士から「パンパン」だと名指しされ，キャッチ16）（通称「パンパン狩り」）に遭い占領軍の運
転するジープに乗せられ検挙されてしまう。そして，家族に連絡がいくことを恐れた定子は，連
行される途中これ以上の辱めに耐えられずジープから飛び降り自殺をしてしまう。
このように「裏切られた女達」では「性暴力」の被害のみならず，その事件がきっかけとなり「絶
望」という負のスパイラルが二重，三重になって描かれる。もし，この「語り」と似たような状況
が同時代において現実社会で起きたのなら，一作家としての藤原が出来うることに限界があるで
あろう。しかし，この作品では，悲劇に対する解決は提示されずに，この作品以外でも似たよう
なストーリーの展開は繰り返される。言い換えると，「性暴力の語り」は，被害者たちをただその
ままの状態にしてまるで「突き放し」しているみたいである。つまり，被害者女性の身体を「他者
化」している構造とも言えるのである。
３．いかに「裏切られた女達」は読まれたか
３－１新書『みんなが見ている前で』
「裏切られた女達」の連載が「中間雑誌」『小説公園』で1955年の1月から始まり，同年の8月，10
月には作品名が『みんなが見ている前で』，『続・みんなが見ている前で』と改題されいかにもポル
ノ的なタイトルとなりコバルト新書から発売される。また，1970年代には「内幕小説」というジャ
ンルの小説が数多く出版された時期であるが，「裏切られた女達」も同様に『内幕小説　裏切られ
た女達』（双葉社）として出版されている。（新書の出版詳細は添付資料②を参照されたい）初出の
「裏切られた女達」は，占領期間が終了して3年後に発表される一方，ポルノ的であり他方で社会
的な小説として受け容れられていたようにも見えるテクストなのである。当時の人々の感情には，
占領軍により抑圧された鬱憤と自由への解放感が良くも悪くも存在していた。しかしながら，敗
戦と占領の「傷」がまだ完全に消え去っていないこの時代，その屈辱的な出来事が描かれた作品
の新書が版を重ねて消費されている。また，新書の「あとがき」において，「裏切られた女達」を執
筆するきっかけを藤原は以下のように書いている。
これは，『小説公園』に連載した，『裏切られた女達』（『』はママ）を中心にして，ほかに一
遍を加えました。ここにあつめた作品は，わたし自身の気持ちに即して言えば，――私の作
品というよりも，わたしに資料を与えて下さった方，わたしより以前にこの問題について著
作や手記を発表された方たちの作品ということが出来ると思います。われわれにとって重要
な問題であればあるほど，われわれは力を合わせて解決をいそがなければならない，と考え
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てこれらの作品を私はかきました。
ポルノ的タイトルが示唆する問題については先述した通り被害者女性の身体を「他者化」した
ものであるが，反対に，「あとがき」では「我々にとって重要な問題」と社会的な発言をする。藤原
は「裏切られた女達」で参考にした資料は，「先行著作であり」，「人びとから供出された資料のお
蔭である」，と彼一人の功績ではなくみんなの作品であることを強調する。そこで呼びかけてい
る「力を合わせて解決をいそがなければならない」とする文言は，「団結」や「協力」を求め，読者
に「一体感」を促せている。タイトルで多くの読者をひきつけ，「あとがき」において藤原流の問題
提起をしていたことが分かるものだ。
また，新書の「あとがき」に関しては，藤原を援護する発言が河盛好藏からさなされている。
それは藤原の作品集『みんなが見ている前で・みんなが知っている』（森脇文庫，1957年）で解説
部分に書かれている。河盛の言葉では，藤原の「性暴力」に対する問題意識が次のような言葉で
著されている。
（前略）しかし私はこれらの記録を読んでいるうちに，作者が強く訴えんとしていることは，
戦争中は国家のためという至上命令の下に，青年たちを死地に追いやった権力と同じものが，
こんどは無智で善良で貧乏な若い娘たちを，同じく国家のためという名目の下に，占領軍の
獣欲の犠牲に供したことに対して，国民が戦争中におけると全く同様に無関心であることに
対する烈しい憤りであり，抗議であることをすぐに理解することができた。「みんなが見て
いる前で」こんな非道なことをされて諸君はだまっているのか，誰がこのようなことをさせ
たのか，ということを作者は読者に問いかけているのである。G・I たちに対する憎悪や敵
愾心をあおるために作者はこのような記録を発表したと考えるならば，それは作者の正しい
意図を誤解することになろう。（後略）
河盛は，藤原の文才を最初に認め彼に文壇デビューのきっかけをもたらした人物であり，藤原
に対する河盛の評価は好意的なものである。彼の「解説」も藤原の新書における「あとがき」に続
き，読者に対して一体感を促している。つまり，藤原の「あとがき」と河盛の「解説」は共に一組
の師弟関係における「団結」した形態が文字化されたものであるといえよう。
マイク・モラスキーが『占領の記憶／記憶の占領』（青土社，2006）において，「フィクションは
時に「事実」を標榜することで社会的想像力に上手く取り入ることが出来る」（239頁）と述べてい
るが，「裏切られた女達」は，職業作家であった藤原が時代を象徴する「性暴力」を素材に「時代性」
を見いだし，それを上手に翻訳した「中間小説」と言える。つまり，作品が掲載された雑誌『小説
公園』は，いわゆる「中間雑誌」である。「中間雑誌」は，戦後に売り上げを伸ばし大衆の日常的側
面が色濃く反映された「戦後的読み物」とも言われるもので，そこで扱われる小説は，大衆向け
に作品が創作された雑誌なのである。
本来「性暴力」の問題解決に向け社会的告発を行うのであれば，実際に政治的活動に参加して
もよさそうだが，戦後における彼の社会的活動は政治的活動とは一線を画していた。あえて「性
暴力」の問題を「中間雑誌」に掲載するという行為は，裏を返すと作家である立場を最大限に生か
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しつつも政治的な活動を意図的に避けていたともいえる。
４．結びにかえて
1950年代における「性暴力」表象のされたさまざまな角度を藤原審爾「裏切られた女達」から考
察を行った。エドワード・サイードは『オリエンタリズム』17）の中で，植民地主義における被植
民者の社会的位置づけを「女性化」と指摘したが，「性暴力」は，当事者による「語り」が最も難し
い経験のうちの一つである。このような痛ましい経験はそれを目撃していた第三者によって語ら
れるか，あるいは，現代でも歴史問題として議論される旧日本軍の元「慰安婦」の女性たちのよ
うに，社会体制が整って告発される形を取る。
1950年代の戦後日本社会においては，女性の身体に対する貞操観念は根強く，彼女らの「処女
性」は「純粋さ」の象徴でもあった。「裏切られた女達」の主人公たちも，「汚されもう生きるすべを
失った」，「両親に合わせる顔がない」という語りが当時の社会における「性」に対する操を不可抗
力により失ったことの深刻さを表している。「性暴力」を受けたことを「汚れ」として恥じる傾向が
著しいものであったのだ。このような時代背景の中で「性暴力」は表象され社会の中で循環した。
藤原は，「性暴力」の被害者と同じ国民として「当事者」にも成りうるし，男性作家という点におい
ては「非当事者」として位置付けられる。同じ被占領者としての立場を共有しながらも被害女性
たちを社会の周縁に位置づける作品の構造は他者がそれを描く限り，それは覗き見的行為となる
のである。
同時に，作中における「凌辱」という語彙は被害者である女性の語りとして使われている。本来，
男性が女性を性的，肉体的に辱めるこの言葉を被害女性に語らせるということは，出来事の真相
を隠してしまう。それゆえ，読者をこの「傷」的主題が描かれた小説を娯楽的に受け止めること
が可能となってしまったのではないだろうか。
主題が同時代的な「傷」を表象しているにもかかわらず，作品そのものが当事者でないから告
発できるという構図は，「性暴力」という特殊な暴力が，当時第三者によってのみしか表象が出来
ないものであることから，出来事の深刻さとは裏腹にその表象行為が問題の本質と向き合うこと
から本人を含めその表象を享受した人々までも遠ざけ，さらにはその表象自体も忘れさられてい
く経過を辿ることにもつながったといえよう。つまり「性暴力」の表象行為は，「エロティシズム」
や他者
4 4
の「痛み」が表れた読み物として同時代的に機能したと言える。
本稿では1950年代における「性暴力」表象を様ざまな角度で分析を行い，同時代における表象
行為から読み取れるメタ戦後史の提示を試みた18）。今後は「当事者性」という言葉を軸に戦時性
「性暴力」のみならず「戦争体験」表象という枠組みでの「当事者性」の多様さと歴史的な位置づけ
を行い，さらなるメタ戦後史の考察を深めることを課題としたい。
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資料①
藤原審爾作品リスト『小説公園』（六興社）1950～ 58年
巻号 発行日 作品名
１（１） 1950.4.1 「花びらの肖像」
２（７） 1951.7.1 「オロチ退治」
２（１１）別冊 1951.10.10 「藤十郎狸武勇傳」
３（７） 1952.7.1 「殺意」（九十枚）
３（８） 1952.8.1 「殺意」
５（１０） 1954.12.1 「ぼくらの恋人たち」
６（１） 1955.1.1 読み切り連載第一話　「裏切られた女達」昭和 20 年　入江松子
６（２） 1955.2.1 「裏切られた女達」 昭和 21 年　飯島しず子
６（３） 1955.3.1 「裏切られた女達」 昭和 22 年　三輪綾子
６（４） 1955.4.1 「裏切られた女達」 昭和 23 年　三好恵子
６（５） 1955.5.1 「裏切られた女達」 昭和 24 年　戸部典子
６（６） 1955.6.1 「裏切られた女達」 昭和 25 年　伊丹敏子
６（７） 1955.7.1 「裏切られた女達」 昭和 26 年　井口春枝
６（８） 1955.8.1　 「裏切られた女達」 昭和 27 年　小川勝子
６（９） 1955.9.1 「裏切られた女達」 昭和 28 年　山本美代子
６（１０） 1955.10.1 「裏切られた女達」 昭和 29 年　内川千代
６（１１） 1955.11.1 「裏切られた女達」 昭和 30 年　渡辺朝子
６（１２） 1955.12.1 「裏切られた女達」 昭和 31 年　田部花子
７（１） 1956.1.1 「女の兵隊」裏切られた女達第二部　昭和 21 年　青木光子
７（２） 1956.2.1. 「保護された女」 昭和 22 年　吉本信子
７（４） 1956.4.1 「オンリ 」ー昭和 23 年　松山ふみ子
７（５） 1956.5.1 「虚榮と慾と死」 昭和 24 年　佐田美保
７（６） 1956.6.1 「酔いどれと娼婦」 昭和 25 年　大森絹子
７（７） 1956.7.1 「娼婦の眼は青いか」 昭和 26 年　山崎美知子
７（８） 1956.8.1 「めくらと娼婦」 昭和 27 年　千田澄子
７（９） 1956.9.1 「自らに光ある人」 昭和 28 年　畑中ゆき
７（１０） 1956.10.1 「ゆきずりの人」 昭和 29 年　山本伸子
７（１１） 1956.11.1 「ネオ・コールガール」 昭和 30 年　三笠てる子
７（１２） 1956.12.1 「暗い過去」　昭和 31 年　月田せつ子
８（８） 1957.8.1 現代小説　「枯れゆく蕾」 
９（４） 1958.4.1 グラビア　「わが家の天使」
９（５）別冊 1958.4.15 時代小説　「高橋お傳」
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資料②　「裏切られた女達」新書・単行本掲載作品詳細
『みんなが見ている前で』（鱒書房、1955 年 8 月15 日）概要　全 216 頁
目次タイトル 背景（昭和） 『小説公園』巻号 『小説公園』サブタイトル
売春動員 20 年 ６（１）／ 1955.1.1 入江松子
みんなが見ている前で 21 年 ６（２）／ 1955.2.1 飯島しず子
ゆがんだ抵抗 22 年 ６（３）／ 1955.3.1 三輪綾子
路上の傷跡 23 年 ６（４）／ 1955.4.1 三好恵子
CS ガール 24 年 ６（５）／ 1955.5.1 戸部典子
殺してやる 25 年 書下ろし ｘｘｘ
基地の子たち 26 年 ６（７）／ 1955.7.1 井口春枝
『続みんなが見ている前で』（鱒書房、1955 年 10 月10 日）概要　全 227 頁
目次タイトル 背景（昭和） 『小説公園』巻号 『小説公園』サブタイトル
脱走兵 25 年 ６（６）／ 1955.6.1 伊丹敏子
戦った人々 26 年 書下ろし ｘｘｘ
アメリカへ行った女 27 年 ６（８）／ 1955.8.1 小川勝子
白人の天国 28 年 ６（９）／ 1955.9.1 山本美代子
裏切られた女 29 年 ６（１０）／ 1955.10.1 内川千代
オール GI・サヨナラニッポン 30 年 ６（１１）／ 1955.11.1 渡邊朝子
女の兵隊 21 年 ７（１）／ 1956.1.1 青木光子
『裏切られた女達』（大日本雄弁講談社、1956 年 3 月10 日）概要　全 181 頁
目次タイトル サブタイトル 背景（昭和） 『小説公園』巻号
裏切られた女達 田部花子 20 年 ６（１２）
女の兵隊 青木光子 21 年 ７（１）／ 1956.1.1
保護された女 吉本信子 22 年 ７（２）／ 1956.2.1
オンリー 松山ふみ子 23 年 ７（４）／ 1956.4.1
虚栄と慾と死 佐田美保 24 年 ７（５）／ 1956.5.1
酔いどれと娼婦 大森絹子 25 年 ７（６）／ 1956.6.1
娼婦の眼は青いか 山崎美知子 26 年 ７（７）／ 1956.7.1
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『内幕小説　みんなが見ている前で』（双葉社、1978 年 3 月）全 376 頁
目次タイトル 『小説公園』巻号 『小説公園』サブタイトル
昭和 20 年
・売春動員
・裏切られた女たち
６（１）／ 1955.1.1
６（１２）／ 1955.12.1
入江松子
田部花子
昭和 21 年
・みんなが見ている前で
・女の兵隊
６（２）／ 1955.2.1
７（１）／ 1956.1.1
飯島しず子
青木光子
昭和 22 年
・ゆがんだ抵抗
・保護された女
６（３）／ 1955.3.1
７（２）／ 1956.2.1
三輪綾子
吉本信子
昭和 23 年
・路上の傷痕 ６（４）／ 1955.4.1 三好恵子
昭和 24 年
・CS ガール
・虚栄と慾と死
６（５）／ 1955.5.1
７（５）／ 1956.5.1
戸部典子
佐田美保
昭和 25 年
・殺してやる 初出『みんなが見ている前で』1955 年 8 月 ｘｘｘ
昭和 26 年
・基地の子たち ６（７）／ 1955.7.1 井口春枝
昭和 27 年
・アメリカへいった女 ６（８）／ 1955.8.1 小川勝子
昭和 28 年
・白人の天国 ６（９）／ 1955.9.1 山本美代子
昭和 29 年
・欺かれた女 ６（１０）／ 1955.10.1 内川千代
昭和 30 年
・オール GI・さよならニッポン ６（１１）／ 1955.11.1 渡邊朝子
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注
1） 奥田暁子「GHQの性政策」『占領と性』（インパクト出版会、2007年）13 ～ 14頁。奥田は、GHQによ
るプレス・コードの影響もあり正確な事件数は不明であるとも言う。新聞上では、占領軍兵士によ
る暴力行為の記事が1945年9月15 ～ 17日の間「ふえる米兵の不法行為」などの記事を記載したこと
でプレス・コードに違反したとことが追及され19日、20日の新聞を休刊させられる出来事が起こっ
ている。また「東洋経済新聞」（1945年9月29日号）では10月1日に米兵の暴力記事を掲載し没収さ
れている。
2） 占領期当初は占領軍兵士らに対して性的なサービスを行う女性を指す言葉であった。
3） 住本利男『占領秘録』（中公文庫、1988年）132 ～ 133頁。
4） 恵泉女学園大学平和文化研究所編『占領と性－政策・実体・表象―』（インパクト出版会、2007年5
月）。
5） 平井和子『日本占領とジェンダー　米軍・買売春と日本女性たち』（有志舎、2014年8月）。
6） 茶園敏美『パンパンとは誰なのか―キャッチという占領期の性暴力とGIの親密性―』（インパクト出
版会、2014年9月）。
7） メアリー・ルイーズ・ロバーツ（佐藤文香・西川美樹訳）『兵士とセックス―第二次世界大戦下のフ
ランスで米兵は何をしたのか?』（明石書店、2015年）では、第二次世界大戦中のフランスのノルマン
ディー地方での米軍兵士らによるフランス女性への性暴力の実相が考察されたものである。ロバー
ツは、アメリカ兵とフランス人女性との性的接触が重要な意味を持つと主張することで、アメリカ
兵の性行為が権力と無縁ではなく、また決して些末なものではないことを明らかにしている。
8） レギーナ・ミュールホイザー（姫岡とし子訳）『戦場の性――独ソ戦下のドイツ兵と女性たち』（岩波
書店、2015年）の研究では、暴力は権力関係の表現として用いられていたと同時に、指導部や兵士、
そして被害者、さらに目撃者が性暴力や合意の関係をどのように認識しているのかについても明ら
かにし、その上でなぜそのような解釈や語りが行われるのか解き明かす。フェミニズム・ジェンダー
研究や歴史方法論の研究の成果を取り入れながらドキュメントが書かれた、語られた時期、同時代
における政治・社会・文化的規範、ジェンダーをめぐる規範や状況、男らしさ／女らしさの捉え方
など歴史的文脈を考慮に入れ史料を分析する。
9） 岩元省子「1950年代の戦後日本社会における藤原審爾の位相―「中間雑誌」からみえる「暴力」と
「性」―」『日本女子大学大学院人間社会研究科紀要』第22号、（2016年3月）27 ～ 44頁。
10）レギーナ・ミュールホイザー（姫岡とし子訳）「日本語への序文」『戦場の性――独ソ戦下のドイツ兵
と女性たち』（岩波書店、2015年）xxiii頁。
11）国立国会図書館デジタルコレクション、検索ワード「凌辱」http://dl.ndl.go.jp/search/searchResult?vie
wRestrictedList=0&searchWord=%E5%87%8C%E8%BE%B1&featureCode=all&reshowFlg=1&rows=20&
sort1=5&sort2=　　（2017年9月5日閲覧）参照。
12）源平盛衰記は鎌倉中期から後期の軍記物語であり48巻からなる。作者・成立年代とに未詳であるが
平家物語の異本の一つとみられる。源氏関係の記事、仏教説話、中国故事などが増補されている。
13）酒井一宇「三箇の馬場願書の事」『完訳源平盛衰記五』（勉誠出版、2005年）162頁。
14）桜井鴎村（1872-1925）本名を彦一郎といい、評論家、教育者、実業家である。後の「女学雑誌」の中
心人物となって同誌に女子教育論の筆陣を張り、渡米して視察後、津田梅子とともに女子英学塾（津
田塾大学）を設立した。新渡戸稲造『武士道』などの翻訳のほか、『近世世話物語』（1921（大正10）年
刊）などの著がある。
15）藤原審爾「あとがき」『みんなが見ている前で』（鱒書房、1955年8月）215頁。
16）当時MPと日本の警察が合同で蔓延を防ぐため待ち伏せし、或いは女たちの住まいに突然踏み込み
街娼を連行し、強制的に性病検診をするために捕まえた取締り行為。性病にかかっていないものは
翌朝解放されるが、罹っていると判断されると治るまで強制入院させられ、治るまで返してもらえ
なかった。
17）エドワード・サイード（今沢紀子訳）『オリエンタリズム上』（平凡社、1993年）
18）占領期の「性暴力」が主題になった小説に松本清張による『黑地の繪』（『新潮』、1958年3、4月号）
という作品がある。文学研究において幅広く考察されているがここでは紹介だけに留めておく。
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